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インフルエンザの集団発生について  

 

平成２５年１１月２０日（水）、市内の小学校よりインフルエンザの集団発生による学級

閉鎖を行うと奈良市保健所へ届出がありました。 

 

施設名：奈良市立伏見南小学校（奈良市宝来五丁目２－１） 

校長名：荒木 美久子（あらき みくこ） 

閉鎖期間：１１月２０日から１１月２２日まで 

 

学級 在籍者数 患者数 欠席者数 主症状 

１年２組 ２８ １０ １０ 発熱・咳・鼻汁

欠席者１０名のうち、６名は B型と診断されている。重症者、入院者はなし。 

 

＊今回の届出は市内における今シーズン最初の集団発生の届出です。 

  

＊感染予防のため、以下の項目について一層の注意をお願いします。 

 〈インフルエンザを予防する方法〉  

  ◎外出後の手洗い及びうがいをこまめに行う。 

  ◎規則正しい生活をする。（バランスのとれた栄養、睡眠時間を十分とる。） 

  ◎室内の換気を定期的に行い、乾燥しないようにする。 

  ◎症状があるときはマスク、咳エチケットを守る。 

  ◎できるだけ予防接種を受ける。 

  ◎流行期はできるだけ外出を控える。 

 

  [インフルエンザ様疾患年度別流行状況（集団発生報告分）] 

年度 流行型 患者数（人） 

奈良県 全国 

平成２０年度 A 香港型、Aソ連型、B型 16,142 1,132,823

平成２１年度 AH1pdm09、A 香港型、A ソ連型、B

型 

20,336 1,648,091

平成２２年度 AH1pdm09、A 香港型、B型 5,879 452,585

平成２３年度 A 香港型、B型 12,047 877,863

平成２４年度 A 香港型、B型 4,865 351,416

 ※AH1pdm09は平成21年当時の新型インフルエンザ 

 


